













Polysemy and Syntax of V-teik and V-tek
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ト用法に分け、前者では主要部移動によって V テイクが形成され Nakatani






The present article discusses the relation between the polysemy of V-teik/tek (based
on Morita (1994) and Sawada (2013)), and their syntactic structures. Arai & Hi-
daka (2016) propose diﬀerent syntactic structures between V-teik which depicts
motion and aspectual V-teik. Speciﬁcally, they argue that the former is formed
by head movement while in the latter te-ik is inserted in the syntactic structure
as a single morpheme by reanalysis Hopper and Traugott (2003). We extend our
analysis to V-tek and demonstrate that aspectual V-tek shows diﬀerent syntactic
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acuated. We also point out a similar diﬀerence between the two forms both of
which depict motion.
キーワード: 再分析、経路、着点、特質構造
Key Words: reanalysis, path, goal, Qualia Structure
1. はじめに
現代日本語における Vテイク・Vテクルについてはこれまで様々な分析がなされ、両
形式の意味や共起する Vに関する対照的分析森田 (1968);吉川 (1976);寺村 (1984);今仁
(1990);澤田 (2008)や形式的意味分析中谷 (2008);日高・新井 (2012); Nakatani (2013)等
がある。統語構造に関わる分析としては、テイク/テクルの形態論的位置付けを議論した





























































































































形式役割 (FORMAL)中の「時間的特性」については、Igarashi and Gunji (1998)および郡
司 (2004)の記述方法を用いる。
(15) s :行為開始時点 f :行為完了時点兼状態開始時点 r :状態終了時点
a. 着る (状態変化動詞): s < f < r
(s < f : activity f < r :行為完了時点で状態変化)
b. 死ぬ (瞬間動詞): s = f < r = ∞
(s = f : achievement f < r :行為開始時点で状態変化)
3TS は命題的意味を構成する部門 (Truth Conditional Section)、NTS は非命題的意味を構成する部門 (Non-
truth-conditional Section) を表す。
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c. 歩く (継続動詞): s < f = r
( f = r :状態変化なし、行為完了時点がそのまま状態終了時点)
s, f , rは、それぞれ、「行為開始時点」「行為完了時点兼状態開始時点」「状態終了時点」を
表す。s, f 間の「<」は、開始から完了まで時間幅が存在することを表し、「s = f」は、行
為開始時点と状態開始時点が同時 (いわゆる瞬間動詞)であることを表す。 f , r間の「<」














































s = f ,
DIS(Loc(e, s′)) < DIS(Loc(e, f )),
POV(p): POINT(e) = Loc(e, s′)
⎤⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦




















s = f ,
DIS(Loc(e, s′)) < DIS(Loc(e, f )),
POV(p): POINT(e) = Loc(e, s′)
⎤⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦













い点 (DIS(Loc(e, s′)) < DIS(Loc(e, f )))から話者 (の EF)がその時点で対象物の存在する
位置 (Loc(e, s′))に視点を置く」ということを表している。
ところで、(16)は、FORMALの値 (s = f )は瞬間動詞であることを示し、それは、CONST
の値 (BECOME-BE-AT (x, zplace))とも何ら矛盾しない。それに対して、(17)では、CONST
の値が GO (x, VIA (y))という、通常アテリックとして解釈されるものになっているにも




















s = f ,
DIS(Loc(e, f )) = 0
POV(p): POINT(e) = Loc(e, s′)
⎤⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦




















s ＜ f ,
DIS(Loc(e, f )) = 0
POV(p): POINT(e) = Loc(e, s′)
⎤⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦








FORMALの視点を表す値 (DIS(Loc(e, f )) = 0)は、イクと異なり、クルは話者 (の EF)が


















要部移動が抑制されるという立場 Roberts and Roussou (2003)から、文法化の進んだアス
ペクト用法では、イクの主要部移動6(V-to-Deix Movement) Nakatani (2013)が抑制され、
意味的に弱化したテとイクが再分析 (reanalysis) Hopper and Traugott (2003)され、機能範




走らないで行った / (?)走って行かなかった (移動)
*溶けないで行った /溶けて行かなかった (アスペクト)
b. 尊敬語化：
走ってお行きになった / (?)お走りになって行った (移動)
*増やしてお行きになった /お増やしになっていった (アスペクト)
c. テを跨いだ NPIの認可：
どこも走らないで行った / (?)どこも走って行かなかった (移動)
*全く消えないで行った /全く消えて行かなかった (アスペクト)
d. イクの選択的修飾：
走って急いで行った / (?)急いで走って行った (移動)





アスペクト用法は (22b)、随意的再分析を被る移動用法は (22a)あるいは (22c)の統語構
造を持つ。





(22) a. 移動を表す Vテイク:
. . . Speaker/EFi . . . [DeixP proi [Deix’ [VP2 [TP V-te ] t j ] ik j ] ]
b. アスペクトを表す Vテイク:
. . . Speaker/EFi . . . [DeixP proi [Deix’ [VP V ] te-ik ] ]
c. 中間型 Vテイク:








(23) a. 継起移動 1 (「Vした後、イク/クル」;着点あり)：食べて～、飲んで～
健は、今朝、学校にちゃんと朝食を食べて {行った /来た }。
b. 継起移動 2 (「Vの結果状態としての付帯状況」;着点あり)：
持って～、買って～
ナオミはパーティーにローストビーフを買って {行った /来た }。
c. 継起移動 3 (着点なし)：食べて～、飲んで～、寄って～
健はその店でラーメンを食べて {行った /来た }
d. ながら移動 (Vの行為を道中継続する解釈；着点なし)：
読んで～、話して～、(音楽を)聴いて～
健は発表会場まで新聞を読んで {行った /来た }。
e. Vが移動様態動詞 1 (経路あり/着点なし)：
～を歩いて～、～を走って～、～を這って～
健はその道を歩いて {行った /来た }。
f. Vが移動様態動詞 2 (経路なし/着点あり)：
～に歩いて～、～に走って～、～に這って～






*海が見えて {*行った /来た }。
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i. 継続：健は、質素に暮らして {行った /来た }。













(24) 継起移動 1 (「Vした後、イク/クル」;着点あり)：食べて～、飲んで～
a. 健はその場所に何も {?*食べて行かなかった /食べないで行った }。
健は待ち合わせ場所に何も {?食べて行かなかった /食べないで行った }。
健は {友達との待ち合わせ /大事な試合 }に何も {食べて行かなかった /食べ
ないで行った }。
b. 健はその場所に何も {食べて来なかった /食べないで来た }。
健は待ち合わせ場所に何も {食べて来なかった /食べないで来た }。
健は {待ち合わせ/大事な試合 }に何も {食べて来なかった /食べないで
来た }。
健は何も {食べて来なかった /食べないで来た }。
また、(25)が示すように Vテクルの方がより与格構文としての容認性が高いが、この
ことは、クルの着点が話者 (の EF)のいる地点であることから、受益者 (人)として解釈
されやすいことに起因していると考えられる。
(25) 継起移動 2 (「Vの結果状態としての付帯状況」;着点あり)：
持って～、買って～
a. ナオミはその場所に何も {?*買って行かなかった /買わないで行った }。
ナオミは実家の弟に何も {?買って行かなかった / *買わないで行った }。
(与格構文)
ナオミはパーティーに何も {買って行かなかった /買わないで行った }。
b. ナオミはその場所に何も {買って来なかった /買わないで来た }。
ナオミは私に何も {買って来なかった /*買わないで来た }。(与格構文)




(26) 継起移動 3 (着点なし)：食べて～、飲んで～、寄って～
a. 健は、その店で何も {?食べて行かなかった /食べないで行った }。




a. 健は、道中、何も {?*読んで行かなかった /読まないで行った }。
b. 健は、道中、何も {読んで来なかった /読まないで来た }。
Vが移動容態動詞の場合は、(28)(29)が示すように、両形式とも再分析されないことが
示唆される。
(28) Vが移動様態動詞 1 (経路あり/着点なし)：
～を歩いて～、～を走って～、～を這って～
a. 健はそのコースのどこも {?*歩いて行かなかった9 /歩かないで行った }。
b. 健はそのコースのどこも {?*歩いて来なかった /歩かないで来た }。
(29) Vが移動様態動詞 2 (経路なし/着点あり)：
～に歩いて～、～に走って～、～に這って～
a. 健はどの場所にも {?*走って行かなかった10 /走らないで行った }。

























a. 健は全然 {質素に暮らして行かなかった / *質素に暮らさないで行った11}。
b. 健はこれまで全然 {質素に暮らして来なかった /質素に暮らさないで来た }。
(33) 変化：
a. 極地の氷は (何万年もの間)まったく {溶けて行かなかった / *溶けないで
行った }。




(34) 継起移動 1 (「Vした後、イク/クル」;着点あり)：
食べて～、飲んで～
a. 健はその場所に朝食を {?*食べて行かなかった /食べないで行った }。
健は待ち合わせの場所に朝食を {?食べて行かなかった /食べないで行った }。
健は、{友達との待ち合わせ /大事な試合 }に朝食を {食べて行かなかった /
食べないで行った }。
b. 健はその場所に {朝食を食べて来なかった /食べないで来た }。
健は待ち合わせの場所に朝食を {食べて来なかった /食べないで来た }。
健は、{待ち合わせ /大事な試合 }に朝食を {食べて来なかった /食べないで
来た }。
健は朝食を {食べて来なかった /食べないで来た }。






a. ナオミはその場所にお土産を {?*買って行かなかった/買わないで行った }。
ナオミは叔母に酒を {?買って行かなかった / *買わないで行った }。(与格構
文)
ナオミはパーティに酒を {買って行かなかった /持たないで行った }。
b. ナオミはその場所にお土産を {買って来なかった /買わないで来た }。
ナオミは僕に酒を {買って来なかった /*買わないで来た }。(与格構文)
ナオミはパーティに酒を {買って来なかった /買わないで来た }。
(36) 継起移動 3 (着点なし)：食べて～、飲んで～、寄って～
a. 健は、そこでお昼ご飯を {?食べて行かなかった /食べないで行った }。
b. 健は、そこでお昼ご飯を {食べて来なかった。/食べないで来た }。
(37) ながら移動 (Vの行為を道中継続する解釈；着点なし)：
読んで～、話して～、(音楽を)聴いて～
a. 健は、道中、その雑誌を {*読んで行かなかった /読まないで行った }。
b. 健は、道中、その雑誌を {?読んで来なかった /読まないで来た }。
(38) Vが移動様態動詞 1 (経路あり/着点なし)：
～を歩いて～、～を走って～、～を這って～
a. 健はそのコースを {*歩いて行かなかった /歩かないで行った }。
b. 健はそのコースを {*歩いて来なかった /歩かないで来た }。
(39) Vが移動様態動詞 2 (経路なし/着点あり)：
～に歩いて～、～に走って～、～に這って～
a. 健は大阪駅に {?*歩いて行かなかった /歩かないで行った }。
b. 健は大阪駅に {?*歩いて来なかった /歩かないで来た }。
(40) 行為の方向づけ (Vテイクにはない)：
(手紙を)送って来る、殴って来る、脅して来る
友人が本を {送って来なかった / *送らないで来た }。
(41) 非意図的事象の出現 (Vテイクにはない)：
海が {見えて来なかった/ *見えないで来た }。
(42) 継続：
a. 健は、{質素に暮らして行かなかった/ *質素に暮らさないで行った }。
b. 健はこれまで {質素に暮らして来なかった /質素に暮らさないで来た }。
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(43) 変化：
a. 極地の氷は (何万年もの間)まったく {?溶けて行かなかった12 / *溶けないで
行った }。






Vを跨いだ NPI認可 Vのみの否定解釈 再分析
V テイク V テクル V テイク V テクル V テイク V テクル




(着点あり) (V 分離) (V 分離) (V 分離) (V 分離) * optional




(付帯状況;着点あり) (V 分離) (V 分離) (V 分離) (V 分離)











(着点なし) (V 分離) (V 分離) (V 分離) (V 分離)
e. V:移動容態動詞 1 ?* ?* * *
(経路句あり) (V 分離) (V 分離) (V 分離) (V 分離) * *
f. V:移動容態動詞 2 ?* ?* ?* ?*
(着点句あり) (V 分離) (V 分離) (V 分離) (V 分離)
g. 行為の方向付け − √ − √
(*V 分離) (*V 分離) − obligatory
h. 非意図的事象の − √ − √
出現 (*V 分離) (*V 分離)
i. 継続
√ √ √ √




(*V 分離) (V 分離) (*V 分離) (V 分離)
(
√





















再分析 継起移動 1 (その場所にご飯を食べて行く)
不可 継起移動 2 (その場所に土産を買って行く)
ながら移動 (駅までその本を読んで行く)
移動容態動詞 1 (その道を歩いて行く) 移動容態動詞 1 (その道を歩いて来る)
移動容態動詞 2 (大阪駅に歩いて行く) 移動容態動詞 2 (大阪駅に歩いて来る)
随意的 ?継起移動 3 (そこで昼食を食べて行く) 継起移動 1 (その場所にご飯を食べて来る)





義務的 継続 (暮らして行く) 行為の方向付け (本を送って来る)
再分析 変化 (溶けて行く) 非意図的事象の出現 (海が見えて来る)
表 3から、次のことが考えられる。
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